
　“何より大事なの
は、人生を楽しむこ
と。幸せを感じるこ
と、それだけです”と
いうオードリー・ヘ
プバーンの言葉を
キャッチフレーズ
に、「人生を楽しむ
こと、幸せを感じる
こと」を、ジュエリー
を通して提案した
「春のベルエクラ
ジュエリーフェア」（主催：㈱柏圭）が、4
月17日・18日、横浜ベイホテル東急で
開催され、昨年を上回る来場者で賑わ
いを見せた。
　今回で3年目を迎えたコロナ禍での
展示会は、密対策など感染対策も徹

底され、WITHコロナの中での楽しみ
方を確立しつつあり、来場する顧客
の購買意欲は高く、高額商品が動く
傾向が見られた。
　会場では、カシケイが30年近くの歳
月をかけて展開する、希少なコンク
パールジュエリーが一堂に会した特別
企画「コンクパールの世界」を開催。コ
ンクパールをイメージしたピンクグラ
デーションカラーの花で彩られたフォ

トスポットから会場奥
の展示コーナーへとい
ざなうコンクロードやコ
ンクパールの歴史や特
徴などをわかりやすく
解説したパネルを設置
するなど、顧客の好奇
心を満たす工夫を凝ら

したコーナー展開で、改めてカシケイだ

からできるコンクパールジュエリーに注
目が集まった。
　また、「カシケイブラウンダイヤモンド」
コーナーでは、ブラウンダイヤモンドの濃
淡の美しさを最大限に生かした「メラン
ジェ」シリーズをフィーチャー。さらに
「KODERA TOMOKO」のコーナーで
は、照明ライト付きミラーを用意し、顧客
が非日常感を味わえる接客で
KODERAならではの魅力あるジュ
エリーを楽しんだ。
　担当者は「このような活気ある
フェアにすることができたのも、お
取引先のご尽力の賜物と心より感
謝いたします。今後も、柏圭の商品
力・販売力。企画力を駆使し、魅力
ある総合ジュエリーフェアを提案し

ていく」とのコメントを寄せている。

　㈱丸善主催に
よる春の「華いち
ごジュエリーフェ
スティバル」が、4
月9～11日、なん
ばスカイオで開
催され、“お祭り
騒ぎのいちご”ら
しさを取り戻し、
目標を大きく上回る売上高で、節目と
なる20回目に華を添えた。
　井本雅仁社長は「最高のタイミング
で開催できたことに感謝しています。マ
ンボウ解除後の売上は好調を取り戻し
つつあり、いちごにおいても“リベンジ
消費”を体感できました。世界的には
生活必需品をはじめ値上げのタイミン
グとなっていますが、今回のいちごでは
そこを逆手に価格を据え置き、“アップ
前のお値打ち価格”をコンセプトに
メーカー様とともに商品準備を進めて
きました。初日から商談テーブルが全
て埋まるほどの集客に成功し、大変な
賑わいとなりました。さらに商品単価の

高さも維持でき、
買上率も前回を
上回りました。複
雑な環 境の中
で、熱心に集客
いただいた小売
店、価格据え置
き商品に協力い
ただい たメー

カーには大変感謝しています。3日間と
もに素晴らしい空気感と情熱あふれる
接客の熱気が伝わってきました」と感
想を述べ、今以上に魅力のある“いち
ご”を創り上げるべく、今後も皆様のた
めに精一杯取り組むとしている。
　会場では色石を中心としたオリジナ
ルブランドをはじめ、ブランドジュエ
リー、デザイナーズジュエリーに新規ブ
ランドも2点ほど入っていた。また、さら
なる高騰が見込まれるダイヤモンドに
も注目が集まり、いつも以上にラフダイ
ヤモンドを並べ、需要に応えていた。
　次回、秋のいちごは10月22日～24
日に同場所で開催予定。

　オーダーメイド
ブライダルジュエ
リー専門店SO-
RAが、4月22日
～24日に代々木
公園で行われた
「東京レインボー
プライド2022」
に出展。指輪づく
りを通して自分自
身と繋がることを
目的としたワーク
ショップを実施し
た。
　SORAは「生み

出す喜びを未来に伝える」をスローガ
ンとし、創業時からものづくりを通じて
人や自然との繋がり、幸福とは何かを

考え可視化してきた。2017
年からはLGBTQアライア
ンス企業として、毎年東京
レインボープライドに出展
し「自分らしさ」をテーマに
したものづくりワークショッ
プを開催している。
　今年は“繋がる、見える、

変わる”という東京レインボープライド
2022のイベントテーマのもと、SORA
ではオリジナルのワークシートを用い
て自分らしさを表現する色を導き出し
その場で発色させる、指輪づくりの
ワークショップを開催。自分自身と向
き合い自分と繋がることで見えてくる、
大切な想いを指輪の色で表現し、参
加者の未来を変えるエネルギーを生
み出した。
　また展示ブースでは、自分の人生の
指針を込めた指輪をつくるプロジェク
ト「LINK OF LIFE」にて制作したド
ラァグクイーンのドリアン・ロロブリ
ジーダ（Duria⒩Lolobrigida）さん
の指輪と、その指輪の制作過程を収め
た写真家ヨシダナギさんの撮影による
写真展示も行った。

■研磨職人の技からイメージ膨らませ
　デザインされたジュエリーの制作
　過程
　ジュエリー制作には、多くの専門技術
を持つ人たちが関わる。職人はデザイ
ナーとイメージを共有し、デザイン画を忠
実に再現しつつも描かれていない部分を
読み取り仕立てていく。ジュエリーそのも
のに完成された世界があり、その小さくも
豊かな世界をより一層楽しむためにも、
その制作過程を知りたい。山梨ジュエ
リーミュージアムの企画展では、同館の

館蔵品とともに、ジュエリーのデザイン画
や製作途中の経過を紹介。研磨職人の
オリジナルカットからイメージをふくらま
せてデザインされたジュエリー、原石のセ
レクトや研磨、手作りの貴金属パーツな
ど、山梨の宝飾技術が詰まったジュエ
リーを6月20日まで展示中。入館無料。

■カルティエがカンファレンスを配信
　カルティエ ジャパンが、日本社会にお
ける女性エンパワメントを支援し、支え
合うコミュニティづくりを目指した「Cart-

ier Women’s 
Conference」
を4月19日東京
で開催。その内
容 を E L L E 
J a p a n の
YouTubeチャ
ンネルでライブ
配 信 。ジェン
ダー平等の課
題などを議論し
た。

　BIJOUPIKOグループのBell tree
㈱（愛知県名古屋市、石部雅彦社長）
は、4月18日、富山県内初となる「ビ
ジュピコ 富山店」を富山市にオープン

した。
　「TOMOE」「PORTADA」など、富
山県初上陸ブランドを含む、約30ブ
ランドのブライダルリングを一度に見
比べられるほか、店内はステンドグラ
スのようなカラフルな装飾が特徴的

　鎌倉に生まれ、これま
で全国の百貨店をはじめ
銀座和光や、各地ギャラ
リーにて展示会に出展す
る活動をしてきたジュエ
リーデザイナーの菅沼知
行氏が、地元の鎌倉にあ
る良き時代の鎌倉の面影
が残る。築約30年の古民
家邸宅「長谷別邸（はせ
べってい）」にて、ジュエ
リー展を開催した。

　長谷別邸の隣にある長谷幼稚園に
通っていた菅沼氏は、鎌倉・二階堂に
ジュエリーのアトリエを構え40年が
経っており、「ここでジュエリー展を開
けることは、夢のようです。地元のご縁

によって長谷別邸を
お借りすることがで
きました。お力添え
を頂いた皆まさに感
謝申し上げます」と
コメントしている。
　また、「ジュエリー
デザイナーの仕事

を大げさに言えば、世界中に一人だけ
いるお客様と出会う旅です。私たちデザ
イナーの個性を問われる時代が来て
います。宝石を使ったジュエリーが自分
の進む道であると納得する瞬間は、宝
石との出会いです。スイスのバーゼル
や南ドイツのイーダーオーバーシュタイ
ンという山間の素敵な町に出かけて石
探しをしますが、ブラジル・ドイツ・オー
ストラリア・スリランカなど世界中の石
屋さんが、この鎌倉までやってきてもく
れます。石を見ている時が一番幸せで
す。その石をいかに素直にジュエリーに
するか、そして身に着けて活きるジュエ
リーを作り続けようと思います」と話し
てくれた。
　菅沼氏は今回も、全て一点一点丁
寧に高度な技術を持つ職人が作って
いるオリジナルジュエリーばかりを厳
選して紹介していたが、「a t s u y o 
bijoux」にて香港フェアをはじめ数々
の展示会に出展している長谷川敦代
氏（ハセガワJスタジオ主宰）と、
「PSALM」ブランドで全国の百貨店に
出展している西尾輝子（リリプット㈱代
表）の3人で特別な空間を演出した。
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写真は2019年度の実施風景 BIJOUPIKOグループのBell tree
富山県内初のショップをオープン

商談テーブル全て埋まる賑わいで
目標を上回る集客と売上高を記録 華いちご

で、モダンな雰囲気に仕上がってい
る。曲線のデザインが多く使用された

温かみのある店内で、リラックスしな
がら指輪を選ぶことができる。
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新型コロナウイルスの感染
者数は未だに毎日5千人程
度あるものの、東京の街の様
子はコロナウィルスの流行前
と変わらなくなってきました。
しかし御徒町に賑わいは
なく閑散としています。ここ最
近の1カ月を見ても円安のこ
とや金価格の上昇とダイヤモ
ンド価格の高騰が続き、依然
としてこの業界の環境は変
化し続けていることは確かな
のです。
今こそ経営者の手腕の見せ

所です。今までの経験と勘とそ
して度胸が試される時期にき
ているのです。時代が常に変
化する中、誰が見てもコロナ
ウィルス感染が流行し始めて

から世の中が変わったことに気づい
ているのだから、商売の仕方も以前と
は変化させなければ、当然のように時
代から遅れていくことになります。
私も振り返って考えてみると、今

から20年前に時計のブランド数を
35ブランドから7ブランドに減少さ
せた経験があります。その時は周り
から時計販売を辞めるとか言われ
ましたが、今となれば正解であった
と感じています。私は時計の博物館
を作りたい訳ではなく、多くのブラン
ドを取り扱う大型家電量販店にし
たい訳でもないのです。仮に多くの
ブランドを取り扱ったとしても、そこ
までの時計の需要は見込めない為、
在庫の金額だけが増え資金繰りが
大変になり、他のビジネスにまで影
響してしまうことでしょう。
そもそも、私が思うことは時計店

の女性客の数が男性客の割合から
比べると圧倒的に少なく、宝飾店は
その逆で男性客が女性客に対して
少なすぎるということです。
私は常にバランスを取って、リスク

ヘッジをかけ続けなければ経営の安
定はないと思っています。ですから今
は選択と集中が大事であり、将来性
を感じない商品を辞めていかないと
いけない時期なのです。
時計ブランドは都道府県別でエ

リア制度を策定し、販売店を決めて
きました。私の店舗がある徳島県は
人口72万人であり、全国でも人口

が多くないエリアです。四国全体で
見ても四国4県と静岡県とが変わら
ない人口者数です。そこで多くのブ
ランドを扱えば当然経営は厳しくな
るはずなのです。一部のブランドは
全国から問い合わせがありますが、
それ以外の他の地域にもあるブラン
ドであれば近くの店舗で購入すれ
ば良いのでわざわざ他県まで買い
物をしに行くお客様は少ないでしょ
う。有名ブランドがメンズジュエリー
の新作を数多く出しているのに、こ
の業界はあまりにも少ないように感
じます。
宝飾業界もこんなに今まで時計の

人気があったにも関わらず、メンズ
ジュエリーの数が非常に少ないです
し、あったとしてもデザインが昔から
あった古いデザインしかないのが現
状ではないでしょうか。喜平のネック
レスの売り上げが目立つのも仕方の
ないことかもしれません。私は年末か
らのダイヤモンドの価格上昇に伴い、
仕入れを強化してきましたがリサー
チをすればするほど、ほとんどの店頭
に大粒のダイヤモンドを見かける事
が前に比べて少ないことがわかりまし
た。銀座の有名店であっても大粒の
ダイヤモンドはほとんどないのです。
委託で商品販売をしてきた結果、在
庫でダイヤモンドを持つ必要はなく、
お客様のリクエストがあればダイヤモ
ンドをメーカーに問い合わせするビ
ジネススタイルが確立されたために
現在ダイヤモンドを中心に扱っている
メーカーでもほとんど商品が少なく
委託ができないような状態になって
いるのです。
今のインフレが長く続き、コロナ

ウィルスの流行も落ち着いて、もし、
海外からまた人が流れてきたとした
ら、以前の為替が120円前半の時
に「爆買い」が起こっていたように、
この130円目前の今、海外（特に中
国の観光客）の買い物は高品質の
ダイヤモンドと真珠がマストですし、
国内の富裕層も高品質ダイヤモン
ドがないことをニュースなど目にして
購入されるのではないでしょうか。
今後の円安を考えればダイヤモンド
の在庫を厚くした会社が非常に強
くなると私は思います。決断とリー
ダーシップが経営の鍵になるはず。
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